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和歌山県白浜町沿岸に漂着したコブシメの奇形の小型の甲

久保田　信*

Shin Kubota : Aberrant small shell of Sepia (Sepia) latimanus drifted ashore on the seacoast of Shirahama,

Wakayama Prefecture, Japan

和歌山県沿岸にこれまで4例のコブシメSepia (Sepia)

latimanus Quoy and Gaimard, 1832の甲が漂着した記録

があるが,いずれも甲長が約30-50cm (N-4)の大型

で(Okutani, 2004;久保帆　2004;2006),正常形のも

のであった(前岩,私信)。今回,白浜町に所在する京都

大学瀬戸臨海実験所の北浜に, 2006年4月8日,小型で

正中線が右に曲がった奇形の甲が1個だけ漂着したので

uilM-tる:

今回の甲長は,棟を含む先端が欠落していた状態で

128mmであった(図1)。重量は4.5ケ月後に17.8gあっ

た。この甲はこれまで県下に漂着した本種の甲の中では

最小のものであった。なお,本標本の腹画には,鳥類に

つつかれた跡が10個所残っていた(図1,左)0

謝　　　　　辞

本標本の同定をして下さり,原稿を査読して下さった

奥谷喬司先生に深謝致します。また漂着したコブシメの

甲を見せて下さった前岩　崇先生に深謝致します。

引　用　文　献

久保田　信. 2004:コブシメ(コウイカ臼,コウイカ科)

の甲の和歌山県沿岸への4例日の漂着.本党寺梓貝

(42), 37-39.

久保田　信. 2006:ダンス踊るイカしたヤツ　pp.84-85.

in"宝の海から-白浜で出会った生き物たち".紀

伊民報,和歌山県.

図1　和歌山県白浜町沿岸に漂着したコブシメの奇形
の小型の甲(左:腹面;右:背面)

Fig. 1. Aberrant small shell of Sepia (Sepia) latimanus

drifted ashore on the seacoast of Shirahama.

Wakayama Prefecture, Japan (left: ventral view:

right: dorsal view).
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